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若手リエゾン精神科医の会発足の契機ともなった総合

病院精神医学会シンポジウムの演者達 2018年12月

1日（東京都江東区） 

 

JSOUL の紹介 

精神身体合併症患者に対応するリエゾン精神

科医のニーズは高く、日本総合病院精神医学

会の役割が重要になっています。 

 

その中で、これからの医療を担う若手精神科

医の育成とともに、若手同士のネットワーク

構築や、交流可能な集まりがあれば、という

ニーズは続いていました。そこで、若手リエ

ゾン精神科医のスキルや発信性の向上につな

がり、さらには将来の日本総合病院精神医学

会の活動を背負うような人材を育成すべく、

若手リエゾン精神科医の会を設立しました。 

 

また、その略称を“JSOUL: Junior Section 

of Ultimate Liaison”と名付けました。 

 

JSOUL公式FACEBOOK 

 URL： 

https://www.facebook.com/Young_liai

son-869692330059530/ 

QRコード： 
 

 

 

 

若手リエゾン精神科医の会発足 
 

活動指針 

①  若手精神科医によるコンサルテーション・

リエゾン精神医学の普及啓発 

 

② 総合病院で精神医療に関わる若手精神科医を

中心としたネットワークの構築  

                               

③ コンサルテーション・リエゾン活動のスキル

向上を目指した相互研鑽 

 

活動計画 

① 基盤体制の構築 

・SNSやメーリングリスト、HPを通じたネ

ットワークの構築 

・日本総合病院精神医学会や精神神経学会

の総会での交流会を定期開催  

 

② 若手主体のセミナーを開催 

（症例検討、各施設の活動紹介などを通じ

たスキルアップ） 

 

③ 順次、発展的に関連するテーマに取り組む 

（キャリア形成の相談、本学会専門医試験

対策、若手医師の国際交流等） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若手リエゾン精神科医の会キックオフイベントの発表

場面 2019年11月16日（倉敷市） 

 

入会希望の方 

【対象となる方】 

・医師免許を有する日本総合病院精神医学会の会

員（入会申請中でも可） 

・リエゾン精神科医としての職歴が10年目程度ま

での医師（自身の判断で可） 

※50歳を目安にサポーター（若手の支援、助言）

に移行をお願いします。 

・若手リエゾン精神科医の会の目的、活動指針に

賛同し、情報交換や啓発活動に積極的に関わって

いただける方 

 

【申請方法】 

下記のGoogleフォームに必要事項をご入力下さ

い。担当者が確認し、ご連絡いたします。 

 

URL：

https://forms.gle/Gu7o4bbwZyYSSFUR6 

QRコード： 
 

 

 

 

 

発起人 

五十嵐江美（東北大学病院 精神科） 

大矢 希（京都府立医科大学大学院研究科 精神機

能病態学） 

兼久 雅之（大分大学病院 精神科）  

久保田 陽介（名古屋市立大学病院 こころの医療

センター） 

齋藤 円（市立ひらかた病院 精神科） 

伊達 泰彦（光愛病院 精神科）  

中神由香子（京都大学大学院 精神医学教室） 

平山貴敏（国立がん研究センター中央病院 精神腫

瘍科） 

 

担当理事 

和田健（広島市民病院 精神科） 

 

JSOUL 

JSOUL Junior Section of Ultimate Liaison
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キックオフイベント開催！
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発行者 JSOUL編集部 本号編集長 兼久 雅之（大分大学）


